
第６回松本市子どもにやさしいまちづくり委員会 

会 議 次 第 

 

                       日時 令和４年９月１日（木） 

１４時００分～１５時３０分 

                       会場 勤労者福祉センター ３－３ 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 会議事項 

⑴ 令和３年度実施事業量等調査結果について     【別冊】 

⑵ 中間報告に向けた取組みについて         【資料】 

 

４ 閉 会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次松本市子どもにやさしいまちづくり推進計画 

令和３年度実施事業量等調査表 
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第２次推進計画中間報告ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



施策の方向２（子どもの権利の普及と学習への支援）

関連事業 担当課 成果・効果 課　　題
提　言

（新たな事業の必要性を含む）

・「子どもの権利」についての継続的、持続的な啓発、広報
・「まつもと子どもの権利ウィーク」の周知

・「まつもと子どもの権利ウィーク」の活用
・まつもと子ども未来委員会の活動のPR
・SNSやインスタグラム等を活用

・子ども・大人の認知度がまだまだ低い
・どの人達にPRをしていくのか？子どもがいない人の認知度は低
いのが当然だと思う。

・キャラクターやマスコットを活用した周知

・学校での積極的な周知 ・学校における「子どもの権利」について学習する時間の確保

・高校生の認知度が低い ・SNS等を活用した周知が必要
・高校の放送部などによる番組作成
・HP等を活用

こころの鈴について こども育成課

・こころの鈴相談室カード、こころの鈴通信の作成と配付 ・大人が目にすることが少ない。
（小中学校生がいる家庭では、こころの鈴通信を見る機会はある
が、子どもがいない家庭への周知、啓発が必要

・市民全般に周知する方法の検討

子どもの権利学習パンフレット
こども育成課
中央図書館

・小学校低学年向け、小学校高学年向け、中学生向けパンフレットの
作成と配付

・乳幼児や高校生以上に向けた「子どもの権利」について学ぶ機
会がない。

・図書館を活用した「子どもの権利」または「道徳」などのコー
ナーの設置
・乳幼児やその保護者、その他一般市民に向けた「子どもの権
利」について学ぶ機会の発信

・青少年健全育成市民大会・「松本子どもの権利の日」市民フォーラ
ムの開催による普及啓発
・「まつもと子どもの権利ウィーク」の創設

「松本子どもの権利の日」事業
こども育成課
学校教育課



施策の方向３（子どもの相談・救済の充実）

関連事業 担当課 成果・効果 課　　題
提　言

（新たな事業の必要性を含む）

・コロナウイルスの影響により児童館センター等への
出前講座ができない。
・電話での相談はハードルが高く、相談したくてもで
きない子どもがいるのではないか。

・リモートによる対面相談やLineなど、様々なツールで
相談できる環境を整備
・ツールの整備に伴い、ツールに対応した相談員の対応
の準備
・１人１台端末を利用した相談ができるようにする。

・どんな人が電話に出るのかわからないと不安を感じ
る。

・電話で相談に応じる調査相談員の顔が見えるよう広報
等を行う。

・子どもの権利相談室の名称が固いため、相談を躊躇
するのではないか。

・子どもが親しみやすい「こころの鈴」を前面に出す。

・高校生のこころの鈴の認知度が低い。 ・子どもがいる場所（学校等）へ出向いて周知を行う。

スクールカウンセラー 学校教育課

・スクールカウンセラーが学校にいる時間が少ない。
（小学校：月２回半日程度）
そのため、担任や保健室の先生を通さないと相談でき
ないこともあり、気軽に相談できない。

・スクールカウンセラーが学校にいる時間を増やして気
軽に相談できる環境を整備

スクールソーシャルワーカー

・教育委員会にスクールソーシャルワーカーを配置

・こころの鈴の認知度は76.7％（令和3年度）であ
り、順調に伸びている。
・令和３年度延べ相談件数327件

子どもの権利相談室「こころの鈴」 こども育成課



施策の方向４（子どもの意見表明・社会参加の促進）

No 関連事業 担当課 成果・効果 課　　題
提　言

（新たな事業の必要性を含む）

403,404
・広島平和記念式典への参加
・平和ポスター作成、展示
・平和の詩の朗読会

平和推進課
・子どもたちの平和意識の向上
・学校教育だけでは、なかなか取り上げられない事業
委参加協力する事で、社会参加の自覚ができる。

「平和の火」の存在を知らない子どもも多く、松本市としても平
和を守る事業を行っているというＰＲが必要。

・広報などで、広く市民に子どもたちの思いを伝える事が必要
・毎年続ける事で、育つ活動なので無くさないでほしい。

①福津市・札幌・奈井江・北広島
②姫路市（３０年を過ぎ、もう１段階上へ）関わった
生徒が市会議員になりはじめてる？
③西予市

・こどもの権利条約のある都市の交流
・松本城の世界遺産を目指すために、松本、姫路、松江、犬山、
彦根の子どもたちの交流の場を設定したい。

子どもの権利条例のある市町村との交流で、自ら考え
る主体性を育む。

オンライン事業を充実
・継続すること
・交流事業で出た提言などを次年につなげ、活動を持ちよる。

実施事例の蓄積、紹介 実施事例をマスコミ(テレビ、新聞)を使って広げたい。

地域を発展させるための方策、地域の伝統行事の継承
を子どもが考える。
集会(生徒会、児童会、授業)、話し合いが活発に行わ
れている新学習指導要領、「対話的、主体的、深い学
び」で進めている。成果がある。

ＳＮＳで自分勝手な意見を言う。匿名性、トラブルの原因になっ
ている。
ＬＧＢＴ等個々の悩みを表明するには、社会的な認知がまだ広
がっていない。

相手を思いやる気持ちを育てる。ＳＮＳで発信したことは一生
残ってしまうことを自覚。
学校だけではなく、話し合う良さ、意見を尊重する場があればよ
い。子どもの声を聞く機会を。

ＳＮＳの活用
タブレット配布(全員)

言葉を出せない子もいる。

410
子どもの意見が反映されやすい仕組み作りへ
の取り組み

学校教育課 児童会、生徒会 やる気のある子は先頭に立ちたがるのでそれを見守る。

410 子どもの意見 学校教育課

先生たち(学校)側が一方的にきまりを押しつけること
がなくなる。なぜ、どうしてというきまりを作った理
由をみんなで考えるようになる。
三者懇談、子どもたちと向き合う時間の確保、相談体
制(担任、養護、スクールカウンセラー等)

すべてを子どもたちに決めさせる事は不可能。よりよい生活のた
めに改善していく一策として。
全員一致は難しい。折り合い、歩みよりが必要。

話し合う場、話し合い等を学ばせていく。

ふれあい教育展 コロナ禍で休止していた分再開することが啓発に 感染防止を工夫し再開を

ふれあい展 関係者だけの活動になっていないでしょうか。 ハートネット事業として、全国的な取り組みに参加する。

子ども運営委員会 こども育成課 各児童センターで工夫して実施 登録児童の低学年化のため、高学年の力を利用(活用)できない。 一般児童の活用を促したい。

児童館・放課後児童健全育成事業 こども育成課
児童の主体性を育む
自分たちの暮らす場・地域を自分たちでつくる。

児童の主体性に基づいたとりくみの共有、学び合い
技術面の研鑽

市内の児童館・児童クラブ実践の共有。学習会や通信など。

子どもに関わる施設 こども育成課
学校以外の子どもたちが集まる場で交流する事で、視
点が広がる。

高校生などの集まる場、自由に学習できる施設が時間が不自由で
活用されてない。

誰でも自由に使えるたまり場が必要。飲食しながらおしゃべりし
たり、学習できると良い。

子どもの意見を取り入れた児童館施設の建設 子ども育成課
児童の主体性を育む
自分たちの暮らす場・地域を自分たちでつくる。

アンケート、代表児童による市・館職員への提言

414 子ども会活動支援 こども育成課 ジュニアリーダーが育ってきている。
ジュニアリーダー、まつもと子ども未来委員の活躍の場を、保証
したい。

活躍できる場を今以上に広げたい。

603 コミュニティースクール事業 生涯学習課
学校地域が協働して、子どもを見守り育てる地域づく
り

地域でしか学べない事を体験できる。
・公民館と協力して、自分たちも地域の一員としての気持ちを育
てる
・防災の面からも子どもの活動は大切

子どもの権利 こども育成課 自分の命の大切さ 権利の理解は命の重さを学ぶ事までつながっていない。 性教育を含め、命の大切さを理解し自己尊重を深める。

子ども交流事業 こども育成課

409

405

意見表明しやすい環境をつくるための取り組
み

学校教育課

411 特別支援教育の充実

412

413

学校教育課


